
別紙１　

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

　森山地区の水田については、認定農業者の個人経営体が主に地域の担い手となっている。課題としては、下
森山地区の農業法人が解散して、上森山、下森山ともに個人経営体の認定農業者12人が地域の担い手になっ
たので、地区で意見交換して農業者が農業をリタイアし農地の出し手となった時に、担い手にスムーズに農地移
行できるよに取り組むことである。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　森山地区の水田利用は基本的には、認定農業者の個人に集約化している。今後も、森山地区の水田は人・農
地プランに記載されている認定農業者の個人の中心経営体に地権者と耕作者と協議しながら集積していく。

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計
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①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計(法人は除く) 13.6ｈａ
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４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

農地の貸付け等の意向
　アンケート結果では、現在貸付け等の意向は9筆把握できている。今後も、高齢化により農業をリタイアする方
が増えてくると思われるので、地区の総会等で農地の貸付け等の意向の確認を行う。

農地中間管理機構の活用方針
森山地区は、将来の経営農地の集約化を目指し、農地の利用権設定をおこなう際には、農地中間管理機構を活
用していく。

基盤整備への取組方針
　森山地区としては、圃場整備を実施していない圃場が10haあるので、圃場整備事業を活用できないか地区とし
て検討していく。また、水路の老朽化や用水管理が大変なので、基盤整備事業を活用して改善出来ないか検討
する。

新規・特産化作物の導入方針
　JAが運営している小ねぎの研修施設の卒業生を地区として受け入れており、小ねぎ農家が増えている状況で
ある。今後も、農地の確保ができれば、小ねぎの新機就農者に農地を提供していく方針である。


